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案件概要 
国名 (和) ﾍﾞﾄﾅﾑ社会主

義共和国 
(外) The Socialist 

Republic of 
Viet Nam 

案件名 (和) カー河流域における貧困削減および生活環境改善のための小

規模溜池改修事業 
(外) The project for poverty reduction and  improvement of living 
standard through the rehabilitation and upgrading of small scale 
reservoirs in the Ca River Basin 

調 査 地 区 名        (和) 北中部沿岸地域ハティン省及び

ゲアン省 
(外) Ha Tinh and Nhge An Province in Ca River 

Basin 
相手国担当機関 (和) 農業農村開発省 

ハティン省人民委員会 
ゲアン省人民委員会 

(外)  Ministry of Agriculture and Rural 
Development, Ha Tinh Province, Nghe An 
Province 

1．事業の背景 
カー河の大きな特徴は流域、とくに支川を含めた下流域一帯で生じる度重なる洪水である。これはカー河

の中上流に貯水できる大型の自然の湖、遊水地あるいはダムによる人造湖がないため雨水の大部分が降雨

後、直ちに河川によって下流に運ばれることになること、また灌漑施設が不備であるため灌漑用貯水池あ

るいは水田による貯留には殆ど期待出来ないこと、さらに下流の河川勾配が 5,000 分の 1 以下で通水能力

がないこと、さらに中流域と下流域での流速の差が大きいため下流域に滞砂が出来やすいため洪水による

湛水面積が大きく、湛水時間も異常に長い区域が広がっていることである。これらの洪水被害により、流

域住民の農業生産は安定せず、特に Nghe An 省における農業生産性は他省に比して著しく低い。すなわち、

カー河とその支流には十分な水がありながら Nghe An 省には今もって天水に頼るか、灌漑施設が作られて

いてもその機能が十分に発揮されていない所が殆どである。これらの地域の農業生産性の向上のためには

i)農業生産インフラの整備、ii)生産インフラ施設を守りその事業効果が確実に発揮されるための洪水対策

の検討、の両面の推進は不可欠である。 

2．事業の概要 

既存のカー河流域開発計画を検討し中下流域における灌漑用溜池改修により農業生産性の向上を通じた

貧困削減を図るとともに地域防災機能を改善し地域住民の生活環境の安定に資する。事業内容は以下のと

おりである。 
(1) カー河中下流域域における灌漑用溜池の改修計画（漏水防止、嵩上げ、灌漑水路整備） 
(2) カー河下流部の洪水被害軽減対策計画  

3．調査の概要 
カー河流域内に数百ある農業溜池のうち、その老朽化の具合、崩壊時の影響の大きさ、生産性向上および

洪水調節への寄与度をもとに補修候補案件を数十箇所に絞りこむための資料収集及び現地確認、さらに平

地での農業を困難にしている洪水被害を軽減するための方策を調査した。 
また併せて、相手国政府機関並びに日本大使館及び関係事務所を訪問し、資料・情報の収集を行うと共に、

現地視察を通じて事業の妥当性などを調査し、有償資金協力の可能性を検討した。 
 

4．今後の展望 
ベトナムにおける有償資金協力の案件形成に当たっては、現在円借款事業 SPL5 でも溜池改修が実施され

ていることからこれとの整合性を図る必要がある。サイト選定においては「高いモデル性を有し波及効果

を発揮し得る案件（他ドナー支援による事業やベトナム政府予算事業のも間接的に寄与する案件）の形成

に努めることが重要である。従って本案件を有償案件として形成していくためには、 
（１） 案件の妥当性 

 国別援助計画と合致しているか？ 
 ベトナム政府の開発戦略の開発目標に合致しているか？ 

（２） インパクト（波及効果） 
（３） 自立発展性 
を事前に検討/評価する必要がある。 
本案件は上記の要件を満たすことはもちろんであるが、これに加えて、全国に約 2000 以上もあると言わ

れる老朽化した溜池が 
（１） 崩壊の危機に貧しており防災上緊急性が高いこと。 
（２） 改修技術については未熟でありこと。 
（３） 施工技術についても未熟であること。 
（４） 盛土材等の試験施設が不十分で適切な盛土管理が出来ない状況にあること。 
から本事業は非常に緊急性が高いと言える。さらに改修方法がパターン化できるので高いモデル性を有し

波及効果も大きいと言える。 
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1. 調査の背景 

1.1 ＳＰＬ事業と流域開発事業 

 これまでベトナムにおける灌漑、排水事業は地方インフラ改良のためのSPL事業（SPL Ⅲ-V）

によって全国87箇所で実施され、そのうちのSPL Ⅲ、Ⅳ分の50事業はすでに完成し、SPL V

分は現在実施中である。 

 実はSPL事業で取り上げられている事業はある特徴を持っている。それはこれらの事業の殆

どが比較的小規模な河川における中程度の規模の事業であることである。 

これらの事業は当初（SPL Ⅲ）、修復と改良、拡張が主であったが次第に新規事業が取り上げ

られるようになった。 

 ベトナムにおいては灌漑、排水事業は昔から住民の生活、農業生産のためには不可欠な事業

としてベトナム独自で実施され、しかもその多くは成功裏に完成している。SPLの灌漑事業に

関してはそれら事業を担当する地方政府の計画、実施、運営の能力は高く、経験も豊かで、そ

のため一般的に行われているタイプの事業のほとんどは技術上の問題もなくスムーズに実施

され大きな成果を挙げている。 

 しかし SPL の中でこれまで行われた事業が上記のような特定の形の事業に集中している事

には問題がある。たとえば流域の大きな河川では単発な事業は取り上げられ難いためSPLでは

このような事業はその重要性にも係わらず取り上げられた数は少ない。もともとSPL の場合、

その予算の制約上、一、二の省だけで多くの事業を取り上げることは、他の省の要望を犠牲に

する事になり、ベトナム政府としては取り難い措置であるため、結果としてこれらの事業は取

り上げられなかった。 

 
1.2 ベトナムにおける流域開発事業の現況 

 ベトナムには南北にそれぞれメコン河、紅河と言う巨大な国際河川が存在する。これらの開

発事業に対しては国連、ADB、世銀等が多くの支援を行って来たが、事業の巨大さ故に計画さ

れている事業も現在まだ十分な成果を挙げるところまでには到っていない。 

ベトナムにはこれ以外に北から南にかけた幾つかの流域全体の開発を考えるべき大（上記２河

川よりは遥かに小さいが）または中規模の河川が存在する。これらについては上記２河川と異

なり国際的な支援は十分に行われていない。従ってこれらの河川開発事業は主としてベトナム

が独自でその実施を進めている。しかしこれらの河川もメコン、紅河に較べれば小さいとはい

え、その規模は日本の大型河川並みで、その総合的な開発には大きな資金と技術を必要とする

ため、現在のようにベトナム単独で事業を実施するには大きな困難があり、そのためほとんど

手がつけられていない。 

 カー河はその典型的な河川であるがベトナム中部にはこの種の河川Thach Han河（Quang Tri

省）、Canh河(Quang Binh省)、Huong河(Thua Thien Hue省)、Thu Bon河(Quang Nam省)、Tra 

Khuc 河(Quang Ngai 省)等があり、これらは水利、防災施設の不備のためほぼ毎年干ばつと洪

水被害を生じているが、現在のところこれらに対して有効な対策は立てられていない。ただこ

の中ではカー河の状況が最も深刻で、今年もすでに洪水被害を出しており、現在ベトナム政府

はこの地域の開発事業、防災事業を最優先事業として取り上げることを検討中である。 

 一方、これら事業を実施するベトナム各地方担当者の技術レベルは高いとはいうものの実施

された事業にはひとつの共通の欠点がある。それはあまりに少ない予算のため事業が小規模す

ぎたり、安全性が犠牲にされる危険がたえず存在する事である。また、途中で予算の執行が停

ったため、中途半端なところで事業を中止することが少なくない。同様の事情から必要な維持

管理が行われなかったり、完成した事業が損壊しても必要な復旧が行い難いことも少なくない。 

 このようなことは事業の効果を低めるばかりでなく、河川事業の場合は極めて危険なことで
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ある。 

 一方、ベトナムの灌漑排水事業では伝統的な技術が十分に行き渡っている反面、新しい技術

の導入が必ずしも進んでいない。特に大型の事業ではこの点がベトナム技術の弱点となってい

る。たとえ中規模な河川とは言え、流域開発の実施のためにはこのような技術の導入が図られ

る必要がある。 

 
2. 事業の概要 

2.1 カー河の特徴 

 カー河はその源流をラオスに発し、ベトナムに入ったあと中流域はNghe An省を流れ、下流

はHa Thin、Nghe An省の境界を通っている。流域面積は27,000km2（日本の利根川1、信濃川

2のレベル）でその内ラオス国内は10,000km2、ベトナム国内は17,000km2（Nghe An省10,000km2、

Ha Tinh省4,000km2、Thanh Hoa省3,000km2）となっている。 

 カー河の大きな特徴は流域、とくに支川を含めた下流域一帯で生じる度重なる洪水である。

これはカー河の中上流に貯水できる大型の自然の湖、遊水地あるいはダムによる人造湖がない

ため雨水の大部分が降雨後、直ちに河川によって下流に運ばれることになること、また灌漑施

設が不備であるため灌漑用貯水池あるいは水田による保水には殆ど期待出来ないこと、さらに

下流の河川勾配が5000分の1以下で通水能力がないこと、さらに中流域と下流域での流速の

差が大きいため下流域に滞砂が出来やすいため洪水による淡水面積が大きく、淡水時間も異常

に長い区域が広がっていることである。 

 カー河は現在ベトナムで最も洪水頻度の高い川のひとつであるが、同時に洪水被害が人的、

物的ともに最も大きな、いわばベトナムにおける最も危険な川のひとつであると言える。 

 
2.2 カー河流域開発計画の現況 

 カー河は極めて資源が豊富な河川である反面、たびたび洪水被害をもたらして来たため、こ

れまでも多くの調査が行われ開発計画が立てられ、それによって個々の事業は実施に移されて

来た。残念ながらその多くは資金不足から実施に移されていないか、移されても不十分な形で

しか実施されていない。 

 ただ、ここで特筆さるべきことは資金不足のため事業は思うように実施されて来なかったが、

事業の調査は十分に行われて来ている事、またこれまで立てられた計画は過去のデータに基づ

き十分にねり上げられたもので、住民の意向も良く採り入れられており即実施可能な成熟度が

高いものが殆どである。 

 カー河の場合、地形上洪水はNghe An省で少なく、Ha Tinh省3に集中している。一方では灌

漑はHa Tinh省で発達している反面Nghe An省では遅れており、カー河とその支流には十分な

水がありながらNghe An省には今もって天水に頼るか、灌漑施設が作られていてもその機能が

十分に発揮されていない所が殆どである。 

 このような状況に対してHa Tinh省及びNghe An省（かってこの２省はNhge Tinhと言う一

つの省であった）には同省で生まれたホーチミン元大統領に対して「ホーチミンは国は救えた

がNghe Tinh省は救えなかった」と言うジョークがあるほどである。これは同氏が如何に地元

よりも国の利益を優先した高潔な人であることを示しているが、Ha Tinh 省、Nghe An 省の状

況が如何にひどいものであったかを表している言葉でもある。この地域は灌漑排水事業さえ実

                                                   
1 CA=16,840 km2, L=322km 
2 CA=11,900 km2, L=367km 
3 平成15年度「ベトナム中部地域洪水対策調査」三井共同コンサルタント(国際建設技術協会) 
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施されれば、農業生産ばかりか住民の生活も飛躍出来るのにそれがなされなかった事は、この

政策がこの地域に対する一種の逆差別であった面を否定出来ない。 

 カー河流域は他の河川の場合と同様河川改修計画が実行され、計画中の灌漑、排水事業が完

成すればベトナムの中で最も高い生産地を持った農地に生まれ変わる可能性は高い。日本でも

濃尾平野、新潟平野、北上平野等かつては洪水常襲地帯であったところは今では最も豊かな農

業地帯になっていることと同じケースである。 

 SPL事業調査関係者によれば、統計資料とは異なり、ベトナムで最も貧しいのは洪水の常襲

地帯であるといえる。とくにHa Tinh省のカー河下流地域の住民生活は一見しただけで他の地

域には見られないような厳しい貧困状況にある。この事はカー河の流域開発事業は貧困削減事

業としても、社会安定化事業として最も優先度の高い事業と言う事が出来ると考えられる。 

 今回、改修の要請がなされた溜池の中には、高さと強度不足の堤防、老朽化し形状が保てな

くなった小型のアースダムが沢山あり、このままでは崩壊する危険な状況にあり、一刻も早い

修復と改良が必要である事が認識された。事実これまでの7月、8月の集中豪雨時に決壊して

周辺に大きな被害をもたらした事実も報告されている。このことからも老朽化した溜池の改修

は緊急性が高い事業である。 

 
3. 事業実施対象  

(1) 中下流平野地域における灌漑事業 

 溜池の改修(提体強化嵩上げ、水路改修、アクセス道路改修) 
(2) 下流域の堤防強化（既存堤防のリハビリ、強化嵩上げ） 

 Ca河支流Ngan Pho, Ngan Sau河 
 Ca河支流La河 
 Ca河下流右岸（Lam河） 
 Ca河下流左岸 Vinh市                  

(3) 河口部の浚渫、河口閉息の防止          

 ドレジング、ドレッジャー      

(4) 洪水予警報システム  

 
4．調査結果 

 
(1) 灌漑施設(溜池) 

要請された溜池の大半は戦後の１９７５年から１９90年頃までに施工されている。これら溜池

の目的は灌漑で、豊水期の水を貯めて渇水期に利用して米の増産を図る為のものである。漏水

が原因で部分的にしか利用されていない老朽化した溜池を調査したが、ほとんど共通した原因

で漏水を発生させているようである。以下に、その原因と対策について述べる。 

 
漏水原因のほとんどは技術者不在の状態で堤体を築造したことによるものであり、形はダムで

あるが、品質は道路盛土か河川堤防のレベルと思われる。これらのダム型式は均一型アースダ

ムと判断されるが、以下に漏水場所毎にその原因を推定する。 

 
 漏水の原因 

① 堤体盛土部 

盛立材には、近隣のシルト質粘土を単体直送で使用しているようである。この材料は均等係

数が小さく、地山状態では Wopt 乾燥側のものが多く、このまま盛り立てると、密度は出るが
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所定の透水係数を満足することができない。堤高が低い場合は均一型アースダムとして機能し

ているが、ﾀﾞﾑ高が高くなるとパイピング現象を起こしているようである。 

 また、不透水性材料の仕様が明確でないことから、堤体盛立の一部に砂質土が使用され湛水

時に一定の水位を超えると堤体から漏水している事例もある。 

 
② 地山（両アバット）からの漏水 

 堤体両端のアバット部の地山掘削が不十分で、湛水するとアバット部の高透水ゾーンからの

漏水が見受けられる。コア着岩部の地山掘削基準が明確でないためと思われる。 

 
③ 地山（河床部）からの漏水 

 旧河床部の堆積土砂の掘削が不十分なため、湛水後河床堆積層あるいは河床部地山からの漏

水が見受けられる。この現象は多くの溜池で見られる。中には河床部地山漏水だけではなく、

盛立による上載荷重により、河床堆積層が沈下し、それに伴い堤体天端が沈下して大雨時に堤

体越流を起こしているものもある。 

 
④ 放流管周辺からの漏水 

 ほとんどのダムで、この放流管周辺からの漏水が見受けられる。原因としては2つ考えられ、

1 つは放流管の設置位置である。地山を凹部に掘削し、地山天端までコンクリートを充填して

いれば問題ないが、地山上に放流管を設置し、その周辺を盛りたて材により盛り立てした場合

は、漏水が多く発生する可能性がある。また、もう1つの理由として考えられるのは、建設当

時の放流パイプは、ソケット部のない長さ 1ｍ程度のコンクリート管が主流で、ソケット付き

ヒューム管はなかったはずである。したがって、コンクリート管接合部の遮水性が不十分で、

放流時の水圧により放流管内部から堤体へ浸出し、パイピングの原因になったことが想定され

る。いずれにしても、この放流管周辺からの漏水がもっとも多く見受けられる。 

 
⑤ 洪水吐からの漏水 

 今回調査対象となったﾀﾞﾑは灌漑目的のためか建設費が制限されており、多くの洪水吐は素

掘りに近い状態であった。そのため、洪水時には、漏水だけでなく、洪水越流による地山浸食

が懸念される。実際に洪水吐下流部地山が激しく侵食されている溜池も見受けられた。洪水吐

からの漏水に対しいては、堤体アバット部と同様に、洪水吐構造物構築時に十分な地山掘削を

行う必要がある灌漑施設補修計画 

各原因別にそれぞれの補修計画を検討する。 

 
 補修計画 

① 堤体盛土部からの漏水対策 

堤体の強度が十分であれば、堤体上流法面に傾斜コア型の盛り立てをするのが一般的である。

このとき、コア、フィルター等の層圧は施工可能最小幅を採用することが多いので、その品質

は厳しく管理されなければならない。品質管理基準が厳しくないとコア層厚が薄いことから、

湛水時に再度漏水することが懸念される。 

 
② 河床地山からの漏水対策 

 上記の傾斜コア型のうち、コアゾーンの着岩部の透水ゾーンをトレンチ状に除去し、コアが

難透水性の地山に乗るように施工する。 
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また、今回調査したダムは、カーテングラウチングをしていないとの事なので、湛水時の地山

浸透水による揚圧力低減対策も、ダム安定のためには重要であるので、下図のようなリリーフ

ウェルおよび下流押え盛土も効果的である。 

 
 
 
 
 
    堤体 

 
 
 
 
 
 
③ 左右地山からの漏水対策 

河床部と同様に、コア部分が地山に接する部分は、難透水性地山が出現するまで、トレンチ状

に掘削する必要がある。 

 
④ 洪水吐からの漏水対策 

同様に、洪水吐流入部のコンクリート構造物は難透水性地山に着岩させることが重要である。 

 
⑤ 放流管周辺からの漏水対策 

放流管が上載荷重によって不等沈下を起こさないよう支持力のある基礎にのせる必要がある。

放水管の基礎が沈下予想される場合は、置換コンクリートを打設する。 

 
また、放流管周辺を土質材で埋め戻すとパイピングの原因となるので、下図のようにダム基礎

地盤までコンクリートに置換える必要がある。ベトナムでは、放流管にソケットの付いていな

いコンクリート管を使用することが多いので、放流時に水を管外に漏水させないためにも置換

コンクリートは重要である。基礎地盤支持力が不足する場合は鉄筋コンクリートとする。 

 
(2) 堤防強化 

カー川流域全域において河川堤防は設置されているが、これらの既設堤防は高さが低く、表法

面の洗堀被害が進んでおり、天端幅が狭くなっている。さらに河川内での土砂の堆積量も増加

しているため、必要な治水基準に達しておらず、後背地は危険にさらされている。特に、後背

地（堤防内地）に灌漑農地や居住地が広がっており、毎年発生する洪水の堤防の越水による多

大な浸水被害を発生させる要因となっている。中下流部だけではなく上流部においても、フラ

ッシュフラッドが発生すると、堤防を越流し、家屋の屋根上まで水位が上昇し、毎年死者を出

しているだけではなく家屋や農地にも被害を及ぼしている。 

 
また、河道は大きく変化している影響を受けているため、一様に片岸にしか堤防を設けておら

ず、もう一方は、洪水の吐け口となっており、洪水時期以外は農地して利用している。堤防自

体も土の粘性がないため、一様に洗掘被害が生じており、年々、堤防の表法面と天端は削られ

ている。さらに、河川沿いの堤防は一様に裏法面がなく、天端と同じ平面上に道路及び居住地、

押さえ盛土 

リリーフウェル 
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農地が立地しているため、洪水時には堤防の越水により後背地に氾濫被害が生じている。 

 
 既存堤防改修の適切な対策工 

具体的な堤防強化・改修対策としては、越水により人的被害や農地への氾濫を防ぐための対策

として、既存堤防の嵩上げが最も必要であると考えられる。一連区間を連続して嵩上げするこ

とにより、後背地の資産が守られるだけでなく、ほぼ現状の水辺空間を維持できるため用地取

得等社会的影響が少ない。 

 
また、堤体自体に多大な洗掘被害が生じているため、表法面だけではなく天端も削られ、河川

と後背地との距離が近づいている。そのため、石積や粘精度の高い土質による盛土、またはコ

ンクリート補強等により表法面を強化するとともに、天端を舗装し拡張する対策が必要である。

さらに、被害を最小化するために表2のような洗掘防止や法面保護、浸水対策等を考慮した対

策が必要である。 

 
堤防表法面強化対策工法 

対策内容 対策工 

水衝部の洗掘防止 法面の矢板工 

表法面保護 護岸の強化、法面の緩傾斜化 

堤防内への浸水制御・

防止 

天端舗装、堤防断面の拡大、法面の腹付盛土、 

表法面の遮水工、表法側基礎地盤の遮水 

堤防内の水排出 
裏法ドレーン、裏法側堤内地の承水路、 

ボーリング対策のリリーフウェル 

 
(3) 避難システム 

カー川流域においては、カー川だけではなく各支川に雨量・水位観測所を有しており、ゲアン

省ヴィン市に監視局があり、その他カー川中上流部で3箇所（Do Loung、Con Cogng、Cuo Rao）、

Ngan Sau川で1箇所（Houng Khe）、その他2箇所（Quynh Liou、Tay Heiu）に雨量・水位観測

所を有している。さらに、ハティン省ではNgan Pho川、Ngan Sau川に2006年から、Son Kim、

Huong Trach、Vu Quangをはじめ16箇所に衛生的な小規模雨量・水位観測所の建設を行ってお

り一部は既に供用されている。但し施設は整備されているものの、両省人民委員会は管理運営

体制が脆弱であることを懸念している。 

 
避難対策は各コミューン単位で確立されており、水位・雨量観測所から伝達される洪水情報を

スピーカーやメディア（ラジオ、ＴＶ）、ライト光線を通して、地域住民に避難勧告を発信し、

避難所としては、主にコミューンの公民館を利用している。なお、我が国が活用しているよう

な洪水予警報システムは確立されていない。 

 
 避難システムへの提言 

カー河流域において、コミューンごとに避難対策が講じられているが、フラッシュフラッド発

生時には、常に人的被害を被っている。その理由としては、実施機関は中央政府や各省人民委

員会ではなく、コミューン単位で避難対策が講じられているため、流域内で災害情報や避難体

制が統一されておらず、地区（District）内、省内での的確な情報伝達が図られていない。ま

た、各コミューンの管理運営体制が脆弱であり、管理運営者から住民へ迅速にかつ円滑に災害
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情報伝達が図られていないとともに、地域住民の洪水時における避難認識も低いため、地域住

民は避難できず被害を受けていると考えられる。よって、人命を守るための避難システムの強

化は必要であり、中央政府や各省人民委員会との連携強化や管理運営者のキャパシティディベ

ロップメントによる避難システムの構築を行うとともに、コミュニティ防災の強化によって地

域住民の災害への意識高揚をはかり、より円滑に地域住民が避難できるための組織や体制を整

える必要がある。 

 
また、両省により雨量・水位観測所の整備が図れているものの、各観測所から発信される情報

が限られているため、より効果的な避難システムを構築するためにも、将来的には、洪水予警

報システムの導入により、人命を守るための総合的な避難システムを構築することが望まれる。 

さらに、2009年2月より実施されるJICA技術協力プロジェクト「中部地域災害に強い社会づ

くりプロジェクト」と調整を取りながら、当地に適応した洪水対策を構築していくことが必要

である。 
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5. 事業費 (参考) 

 
(1) Rehabilitation of River dyke at the lower reach of the river 
 River Dyke Start (KP) End (KP) Length(m) Cost(Mil US$) 
1 Ngan Pho River KP 3.5 KP 6.0 2,500 1.5 
2 Ngan Sau River KP 2.8 KP 4.8 10,000 5.8 
3 Nhen River   15,000 23.0 
4 La River KP 1.8 KP 7.8 6,000 3.0 
5 Lam River (Right Bank) KP 0.7 KP 12.1 11,400 5.7 
4 Lam River (Left Bank) KP 0.3 KP 10.7 10,400 5.2 

Total 44.2 
 
(2) Rehabilitation, improvement of small scale reservoirs 
Province No of reservoirs 

to be 
rehabilitated 

Unit Cost 
(US$/site) 

Cost 
(Mil 
US$) 

Note 

1. Ha Tinh 27 LS 21.5 
2. Nge An 40 350,000 14,0 
Total 67  35.5 

Dam body, spillway, Irrigation 
Canal, Access road, additional 
reservoirs shall be studied 
during SAPROF Study  

 
(3) Dredging of River mouse sedimentation 
 (Dredger 600HP : Capacity 50m3/hour 10 hours/day) 
 River  Sedimentation(m3) Unit (/m3) Cost (mil.US$) 
1 La Giang mouse 130,000 US$ 5.0 /m3 0.65 
2 Tan long mouse(Tan Long 
is not river mouse) 

70,000 US$ 5.0 /m3 0.35 

Sub total 1.0 
Dredger (600HP) Nos. 2 + Assem. 8.0 
Total 9.0 
 
(4)      Rehabilitation and improvement of Flood Forecasting and Warning System (FFWS) 
Provision of dam operation control system in Ha Tinh and Nghe An. 

 Item Amount (Mil. US$) 
1 Meteorological Control Equipment 10.0 
2 Master Station and Emergency provision 2.0 
3 Evacuation system and Capacity Building 4.0 
Total 16.0 
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6．総合所見 

経済的な理由でダム建設に十分な費用を投入できないという事情もあるが、調査したﾀﾞﾑの漏水原

因は大部分がダム技術者不足によるものである。 
  
フィルダムは、元来、現地ダムサイト近隣で入手できる材料でダムを築造するのが特徴であるの

で、工事費用が十分でないから漏水するダムしか作れないというのは正しくない。また、十分なダ

ム技術者がいなくてもベトナムの土地に適した品質管理基準ができていれば十分ダム築造は可能と

なる。 
 
従って、これらのダムを修理するには、修理に要する費用も必要であるが、ベトナムの地質学的

特徴を理解した技術者が経済的で合理的な設計をしてダム建設とともに品質管理の指導をしながら

ベトナム人のダム技術者を育成することが重要であると考える。 
 
今回対象となったダムは建設後の時間が経過し老朽化が著しい。また、すぐ下流には人家、道路、

鉄道などがせまり、もし決壊した場合には多大な被害と生命までが失われる危険がある。従って本

事業は貧困削減に対して寄与する他、緊急性、防災上の観点から優先度が高く、早期改修が望まれ

る。 
 

7．有償案件としての妥当性 

ベトナムにおける有償資金協力の案件形成に当たっては、現在円借款事業SPL5でも溜池改修が

実施されていることからこれとの整合性を図る必要がある。サイト選定においては「高いモデル性

を有し波及効果を発揮し得る案件（他ドナー支援による事業やベトナム政府予算事業のも間接的に

寄与する案件）の形成に努めることが重要である。従って本案件を有償案件として形成していくた

めには、 
（１） 案件の妥当性 

 国別援助計画と合致しているか？ 
 ベトナム政府の開発戦略の開発目標に合致しているか？ 

（２） インパクト（波及効果） 
（３） 自立発展性 
を事前に検討/評価する必要がある。 
 
本案件は上記の要件を満たすことはもちろんであるが、これに加えて、全国に約 2000 以上もある

と言われる老朽化した溜池が 
 
（１） 崩壊の危機に貧しており防災上緊急性が高いこと。 
（２） 改修技術については未熟でありこと。 
（３） 施工技術についても未熟であること。 
（４） 盛土材等の試験施設が不十分で適切な盛土管理が出来ない状況にあること。 
 
から本事業は非常に緊急性が高いと言える。さらに改修方法がパターン化できるので高いモデル性

を有し波及効果も大きいと言える。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添 付 資 料 
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8. 添付資料 
 
8.1 調査団員 

団長 中野敏信 株式会社 三祐コンサルタンツ 海外技術部 技術顧問 
（調査期間：2008年12月7日 ～ 12月21日、15日間） 

8.2 調査日程 
 

月   日        行        程 宿泊地 
 12/7（日） 東京⇒ﾊﾉｲ                                                ハノイ 

  8日（月） JICA表敬（安藤:Senior project formulation advisor）狩俣JICA専門家と

の打ち合わせ                 
ハノイ 

  9日 (火） ハノイ⇒ハティン移動、ハンティン省DPI打ち合わせ          ハティン 
10日（水） 現地調査（ハティン省）                      ハティン 
11日（木） 現地調査（ハティン省）ハンティン⇒ビン移動 ゲアン省DPI打ち合わせ ビン 
12日（金） 現地調査（ゲアン省）            ビン 

13日（土） 現地調査（ゲアン省）ビン⇒ハノイ移動 ハノイ 

14日（日） 資料整理             ハノイ 
15日（月） 大使館表敬および報告（由谷書記官）                 ハノイ 
16日（火） ローカルコンサルタントHEC1訪問        ハノイ 
17日（水） CPO,MARD表敬                 ハノイ 
18日（木） 地域開発コンサルタントBCEOM社訪問                ハノイ 
19日（金） 情報/資料収集                ハノイ 
20日（土） 情報/資料収集  機中 
21日（日） ハノイ⇒東京  
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8.3 関係官庁の面接/コンタクト者 

(1) 日本人関係者 
  由谷倫谷     書記官（日本大使館） 
  安藤勝洋     JICA ベトナム事務所 
  狩俣茂雄     JICA 専門家（ＭＡＲＤ） 

      
(2) ベトナム関係者 
 
(a) Ministry of Agriculture and Rural Development (MARD) 

Mr. Phung Van Luyen   Deputy Director 
Central Project Office, MARD 

(b) Hanoi Water Resources University 
 Dr. Nguyen Canh Thai  Vice Dean, Faculty of Civil Engineering 
     Hanoi Water Resources University   
(c) Ha Tinh Province People’s Committee 

Mr. Le Van Luong  Deputy Director, Department of Planning and 
            Investment (DPI) 

Mr. Tran Dinh Hoa  Deputy Director, DPI 
Mr. Nguyen Ngoc Hung  Senior Expert, DPI 

(d) Nghe An Province People’s Committee 
 Mr. Nguyen Nam Dinh  Deputy Director, DPI 
 Mr. Nguyen Manh Hung  Head, Foreign Economic Relation Division 
  Ms. Nguyen Thuy An  Expert, Foreign Economic Relation 
(e) EGIS BCEOM 社 
 Mr. Nguyen Ngoc Thanh  Country Manager 
(f) Hydraulic Engineering Consultant Corporation No.1 (HEC1) 
 Mr. Dao Van Thin  Director, HEC1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現 地 写 真 集 



 

 12

8.4 現場写真 

Khe Dai Reservoir (Ngan Sau Basin, V=1.26MCM, H=34m, L=800m, A=65ha, 1977) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法面侵食が進んでいる    老朽化した取水工の操作橋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提体からの漏水（手前の水溜り）  土砂体積が進んでいる取水口の出口 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            貯水池下流の農家 
 
   老朽化したゲート巻き上げ機 
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Dap O O (Ngan Truoi Basin, V=0.45MCM, H=27.6, L=80m, A=2ha, 1990) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貯水池の状況(養魚場として利用されている)    補強が必要な提体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提体からの漏水       改修中の水路（コンクリート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貯水池下流の農家    農家の浅井戸 
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Dap Thach Tien (Lam Basin, V=2.16MCM, H=15m, L=420m, A=120ha,1966) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貯水池全景（堆砂のため有効貯水量が減少） 法面保護（法面浸潤による崩壊防止） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提体下流の漏水による水溜り（水牛の水浴場）    断面不足の灌漑水路 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

余水吐直下流の破損した蛇篭護床工      受益地内のレモン(ﾁｬﾝ)畑 
                           （当地域はレモンの特産地） 
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Dap Rao Bang (Lam Basin, V=0.39MCM, H=4.7m, L=480m, A=130ha, 1967) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貯水池全景      取水口 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提体直下の漏水箇所(ﾎﾞｲﾘﾝｸﾞによる水溜り)      貯水池直下流の農家 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

余水吐（自然越流方式）始点  余水吐下流の放水路(集落道が横断) 
 
 



 

 16

Lam 川護岸 (カー河と La 河が合流後に Lam 河となって南シナ海に注ぐ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
La 河の本堤防（幹線道路として利用）    Lam 河洪水敷護岸（護岸整備済み区間） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

La 河洪水敷護岸崩壊状況 (砂質土壌)     毎年侵食が進む未整備区間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

護岸整備後に洪水で侵食された護岸      対岸(Ha Tinh 省)の護岸状況 
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La 川護岸 (Ngan Pho 川と Ngan Sau 川が合流後 La 河となりカー河に注ぐ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

La 河鉄橋       La 河鉄橋より Ngan Pho と Ngan Sau 
合流点を望む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Lam 河右岸堤防は未整備である    Lam 河左岸の既設護岸工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

完成直後の左岸護岸工   鉄橋下にある La 河右岸の砂利集積場 
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8.5 ゲアン省からの要請書 
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8.6 改修が必要な小規模溜池リスト 

(1) ハティン省
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(2) ゲアン省



 

 23
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